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１．2019年度の災害に対する被害状況

２．災害時に活躍するガス設備
（１）ガス空調（GHP）の停電対応型モデル
（２）ガスコージェネレーション（業務用・家庭用）

３．東京ガスの地震対策

参考：東京ガスのハイブリット空調のご紹介
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2019年の自然災害について（台風15号・19号）
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災害時に活躍するガス設備

・ガス空調（GHP）の停電対応型モデル
・ガスコージェネレーション
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ガス空調 GHP（ガスヒーポン）とは
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ガス空調（GHP）の停電対応型モデルとは
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施設の防災性の向上
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災害時におけるガス設備貢献事例
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ガスコージェネレーションシステムとは
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【業務用：小型ガスコージェネレーション】 ジェネライト
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【家庭用】 エネファームの ラインナップ紹介
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【家庭用】 エネファームmini 特徴
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【家庭用：エネファーム】 レジリエンス
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【家庭用：エネファーム】 レジリエンス



東京ガスの地震対策
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東京ガスは、信頼性の高いガス製造・供給体制を構築しております。

工場

放散塔

ガバナ
ステーション

高圧 中圧（Ａ・Ｂ） 低圧

ガス
ホルダー

放散塔
地区ガバナ

中圧供給の
お客さま

■ 製造・供給設備

■ 高中圧導管 ■ 低圧導管

高圧・中圧ガス導管は耐震性に優れて
おり、阪神・淡路大震災と同じレベルの
地震の際でも損傷を受けません。また、
東日本大震災による液状化でも被害は
ありませんでした。

低圧導管には、耐食性、
耐震性に優れたポリエチ
レン管を積極的に採用し
ております。180度曲げても

破損しません

GL

これだけ伸びても
漏れません

震度7レベルの地震に耐えられる仕様です

低圧供給の
お客さま
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設備耐震化による被害極小化
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中圧導管の耐震性
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博多駅前陥没事故でも中圧導管は損傷なしでした。

道路や橋が崩壊してもガス漏れしなかった特殊溶接の中圧導管

東日本大震災阪神・淡路大震災

 阪神・淡路大震災や東日本大震災の際には、以下の写真のように道路・橋が崩壊した場合

でも、ガス漏れは発生いたしませんでした。

西部ガスによると、はかた駅前通り地下を通る中圧導管の漏えいがないことを確認した上、安全確

保のため2か所のバルブを閉止、さらなる安全確保のため事故現場付近の導管を2か所切断した。

切断した中圧導管は、本復旧時に再接続する予定だ。（2016年11月21日ガスエネルギー新聞より）

都市ガスの中圧導管は耐震性に優れており、震災時や事故時にもガス漏れはありませんでした。

中圧導管の耐震性
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低圧導管の耐震性
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【引用】東京ガスの地震防災対策（p6）

ポリエチレン管の接合

導管が地震で一番被害を受けやすいところは、管同士の繋ぎ目です。ポリエチレン管の接

続部分には、中にニクロム線が入っており、電極から電気を流し、熱で溶かして接合してい

ます(「融着(ゆうちゃく)」)。 溶かして接合しているため、本体部分と変わらない強度を有してい

ます。

ガス導管総延長の約90％を占める低圧導管のうち、新設導管につ

いては、地震による損傷を最小限に抑えるポリエチレン管を採用。

伸びが大きく破断しにくいため、地震による損傷を回避します。

土中の水分によって腐食せず、優れた耐久性を有しています。

ポリエチレン管 接続部分の断面図

低圧導管の耐震性
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東京ガスのガス導管は二次被害を未然に防ぎ、かつ供給停止地域を最小化する
ために、あらかじめブロック化されています。

・低圧導管は約290のブロックに分けられています。

各ブロックには 30,000から100,000のお客様を

持ち、約4,000基の地区ガバナを有しています。

・すべての地区ガバナは地震計を備えており、地震時

には個別に震度を感知することができます。

・震度計があるレベルの地震を感知した場合、各地区

ガバナは自動的に低圧ガス供給を遮断します。この

低圧の切り離しにより中圧ガスの供給を継続するこ

とが可能となります。
中圧導管
ブロック
2５箇所

低圧導管
ブロック

約３００箇所
※2019年6月12日
細分化実施により更新

東京ガスでは低圧ブロックの細分化を進め、更なる被

害極小化に努めています。
※ 2012年より広域支社管内を含む。

東京ガス低圧ブロック数の推移

年 2009 2010 2011 2012

ブロック数 101 136 140 179
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都市ガス供給網のブロック化
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•遠隔操作による地区ガバナの再稼働システム開発！

•地震発生後の導管網の圧力を監視し、万が一、遠隔遮断した場合でも、ガスの漏え
いがないと判断されると、遠隔操作にて地区ガバナを再稼働できる仕組みを開発しま
した。

地区ガバナの外観
当日中の復旧が可能

渋滞等が見込まれる地震発災直後においても、当日中
の復旧が可能となります。

2014年7月より運用を開始

2018年度までに全ての地区ガバナに、本システムの導
入を完了させる予定です。

• 地区ガバナ内に、遠隔で開閉操作できる弁（バルブ）などを設置

• 現行の地震防災システム（SUPREME）上で操作できるような新機能を追加

具体的な開発内容
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日本初 「地区ガバナ遠隔再稼働システム」
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お問い合わせ先

担当者名 北本・小川 .

部署 千葉都市エネルギー部 .

連絡先 TEL 043-225-8561 FAX 043-225-8563 .

メールアドレス satoshiogawa@tokyo-gas.co.jp .

ご清聴ありがとうございます。


